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研究成果の概要（和文）：青年男女が自分の将来の就業状態・働き方、および、結婚・出産・育児の家庭生活を
どのように期待しているかについて、現状の場合と「女性活躍推進法」「働き方改革法（長時間労働規制）」の
政策が実現した場合のそれぞれを想定したうえで、青年男女を対象にアンケート調査を実施して聞きとった。調
査結果を様々な角度から実証分析した結果、青年は、(1) 「女性活躍推進法」の政策の下では、将来子どもを持
つ予想確率が低下する。(2) 「働き方改革法（長時間労働規制）」の政策の下では、将来結婚し、子どもを持つ
予想確率が上昇する、との結果を得た。

研究成果の概要（英文）：How do young men and women expect their future employment status, work 
style, and family life including marriage, childbirth, and childcare?
We conducted a questionnaire survey targeting young men and women and asked questions based on (1) 
the current situation and (2) hypothetical scenarios in which, “the Act on Promotion of Women's 
Participation and Advancement in the Workplace”and (3)“the Work Style Reform Laws”, respectively,
 were implemented. 
We conducted empirical analysis of the survey results to find that young people expect that (1) 
under “the Act on Promotion of Women's Participation and Advancement in the Workplace”, the 
probability of having children in the future decreases, and (2) under “the Work Style Reform
Laws”, the probability of getting married and having children increases.

研究分野：経済政策

キーワード： 経済政策　計量経済学　労働経済学　主観的期待　就業選択

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
女性、男性ともフルタイムでの就業と子育てができる社会の実現を目標に、政府は「女性活躍推進法」や「働き
方改革法」の政策を立案し実施しようとしているが、これらの未実現の政策が、将来人々の働き方や育児にどの
ような効果を与えるかを予測するのは、観測データを用いた従来の調査・計量方法では難しい。本研究の学術的
意義は、たとえ個人の行動が未実現で観測できない状況でも、新しい政策が実施された場合の個人の「期待」の
変化を直接聞きとることによって、政策の効果を予測できる方法を開発し、上記の２つの政策が青年の将来の就
業や子育てに与える効果を予測することである。社会的意義は、その結果を基に、政策を提言することである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
少子化が進行し、生産年齢人口が減少し続ける日本において、女性が就業と出産・子育てを両

立でき、男性が就業しながら子育てにもさらに参画できる社会を構築することは、幸福度の高い

社会を実現するためのみならず、日本経済を成長させるためにも、最優先の課題である。 

これらの問題を解決するため、日本政府は「女性活躍推進法」や「働き方改革法（長時間労働

規制）」の政策を立案し、実施しようとしているが、これらの政策が、人々の働き方や子育てに

どのような効果を与えるかを予測することは、従来の研究アプローチでは困難である。 

本研究では、青年男女を対象に、将来の働き方や生活などに対する期待を測定する新たな調査

を実施する。具体的には、前述の政策が実現されたと仮定して、青年が抱く将来の働き方や子育

ての期待がどのように変化するかを調査し、分析することにより、当該の政策が青年の働き方や

子育てに与える効果を数値で予測する。 
 
２．研究の目的 
本研究は、青年の将来への展望、すなわち、彼らの将来の働き方や生活などに対してどのよう

に期待しているかについての社会調査を実施する。特に、政策が、青年の将来への期待にどのよ

うな影響を与えるかについて追及する。分析結果を踏まえて、今後の働き方や生活の支援に有効

な政策を提言する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、経済学が想定する「人々は、まず、将来に対して「期待」を形成し、その期待に

応じて、現在の行動を選択する」というフレームワークに立脚する。そして、たとえ個人の行動

が未実現で観察できない状況であっても、その個人の「期待」をかなりの程度的確に観測できれ

ば、青年の行動を予測できると考える。 

特に、現状の下でと新しい政策の下での青年の働き方と結婚・育児を同時に聞き取ることによ

り、新しい政策が個人の期待をどう変化させ、その働き方と結婚・育児の選択をどう変化させる

かを予測する。さらに、「政策の施行⇒学生が抱く将来の社会の労働環境と家庭環境に対する期

待の変化⇒学生自身の将来の働き方と生活に対する期待の変化」の因果関係を、推定し評価する。

このとき、青年の期待を「主観的期待確率」の形式で聞きとることにより、個々人の期待を絶対

値で評価し、(i)個々人間で、(ii)政策の実施の前後で、比較することができる点が、本研究方法の

新規性である。得られた調査結果を、部分識別の方法などの新しい計量経済学の手法を用いて推

定し、様々な角度から分析する。 
 
４．研究成果 

青年男女が自分の将来の就業状態・働き方、および、結婚・出産・育児の家庭生活をどのよう

に期待しているかについて、現状の場合と「女性活躍推進法」「働き方改革法（長時間労働規制）」

の政策が実現した場合のそれぞれを想定したうえで、青年男女を対象にアンケート調査を実施

した。この調査の結果を様々な角度から実証分析を行った。 

その結果、青年は、 

(1) 「女性活躍推進法」の政策の下では、将来子どもを持つ予想確率が低下する。 

(2) 「働き方改革法（長時間労働規制）」の政策の下では、将来結婚し、子どもを持つ予想確率が

上昇する、との結果を得た。 

この研究結果に基づき、現在、研究論文をまとめている。その内容を、今後、国際学会で報告



し、そこで得たコメントを基に改訂したうえで、査読付き国際学術誌に投稿する予定である。 
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